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交通事故や転落など不慮の事故のため2005～０６

年三に全国の病院で亡くなった.L～４歳児のうち、
弊

ｓ割は集中治療を受けられないﾉｊ､規模病院に搬送蕊
謬，

されていたことが､藤村正哲｡大阪府立母子保健；；
．･･･:’

総合医療センター総長らの調査で分かった。十分；；
．･･噌

な救命医療を受けられず、助からなかった子ども鴬
がいる可能性があるという。（坂口紘美）篭
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調
査
は
、
全
年
齢
層
で
唯

一
、
死
亡
率
が
主
要
先
進
国

の
平
均
よ
り
高
い
工
～
４
歳

児
を
対
象
に
実
施
。
吃
年
と

叱
年
の
人
口
動
態
統
計
の

基
に
な
る
厚
労
省
の
「
死
亡

小
票
」
が
閲
覧
で
き
た
の
は

計
２
工
８
８
人
で
、
不
慮
の

事
故
死
は
Ｓ
６
１
人
だ
っ

た
。
そ
の
う
ち
病
院
で
死
亡

し
た
２
８
０
人
に
つ
い
て
、

日
本
小
児
科
学
会
が
規
模

す醤

「
地
域
小

は
印
・
４

だ
っ
た
。

と
機
能
別
に
Ｓ
分
類
し
た
救
急
に
対
応
す
る

病
院
群
に
、
搬
送
先
を
当
て
児
科
セ
ン
タ
ー
」

全
国
の
病
院
の
う
ち
、
当
直

体
制
を
組
め
る
７
人
以
上
が

勤
務
す
る
病
院
は
焔
％
（
１

７
１
施
設
）
で
、
兵
庫
県
内

は
師
年
９
月
の
調
査
で
９
．

９
％
（
皿
施
諺
・
小
児
科

医
２
人
以
下
の
小
規
模
病
院

が
全
国
の
半
数
を
占
め
る
。

藤
村
総
長
は
辰
く
桟
く

と
い
う
今
の
小
児
医
療
体
制

で
は
、
助
か
る
命
も
救
え
な

い
。
医
師
や
病
院
の
集
約
化

と
重
点
化
が
不
可
欠
」
と
強

調
す
る
。

け
た
の
は
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．
７
％
五
△

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

藤
村
総
長
は
「
最
重
症
の

子
ど
も
は
、
全
員
が
地
域
小

児
科
セ
ン
タ
ー
以
上
の
規

模
と
機
能
が
あ
る
病
院
に

運
ば
れ
る
べ
き
」
と
指
摘
す

る
。

た
だ
、
小
児
科
医
が
い
る

そ
の
結
果
、
こ
ど
も
病
院

や
大
学
病
院
な
ど
高
度
専
門

医
療
を
提
供
す
る
「
中
核
病

院
」
へ
の
搬
送
は
四
・
Ｓ
％

（
聖
人
）
・
加
人
以
上
の
小

児
科
医
が
所
属
し
、
型
時
間

％
Ｔ
４
１
△

は
め
た
。

小
規
模
病
院
搬
送
で
講
擦
聡

一
方
、
ど
ち
ら
に
も
当
て
は

ま
ら
な
い
「
小
規
模
病
院
」

に
帥
・
４
％
（
記
人
）
が
運

び
込
ま
れ
て
い
た
。
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、
手
術
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